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内服薬の自己管理手順を導入して
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1　はじめに
　疾病治療の中で薬物治療の果たす役割は大きく、確
実に服用されるべきものであるが、院内において内服
薬を自己管理している患者さんの誤薬事故は少なくな
い。そこで院内では、平成8年6月に内服薬自己管理
基準が設けられ、毎回患者が内服したかどうかを確認
し、処方箋にサインをする事と決められた。しかし、
当病棟では内服の確認は口答で行っており、方法とし
てスタッフ間で統一しておらず、毎回の内服確認は徹
底されていなかった。その事が誤薬事故に大きく関与
していると考えられた為、自己管理薬の誤薬事故防止
を目的として平成9年3月に13東病棟独自の自己管理
箱と与薬手順を作成した。実際に8カ月間与薬手順を
もとに内服管理を行い、どの様な効果が得られたかを
知る為に調査を行った。その結果、与薬手順の有効性
と今後の課題が見いだせた為、ここに報告する。
II　方法
1．13東病棟の内服薬自己管理に関する事故報告調査
　1）調査期間　平成7年4月～平成9年10月
2．アンケート調査
　1）調査期間　平成9年8月1日～10月31日
　2）調査対象①13東病棟に入院しており、内服を
　　　　　　　　　自己管理していた患者さん27名
　　　　　　　　②13東病棟看護婦25名
　3）調査方法①自己管理箱を使用している患者さ
　　　　　　　　　んにアンケート調査（回収率100％）
　　　　　　　　②13東病棟の看護婦25名にアンケ
　　　　　　　　　ート調査（回収率100％）
皿　実際
　当病棟において自己管理手順を作成するまでは、内
服の確認方法は毎回の口答での確認、内服開始3日後
の残品確認、次の継続内服薬を渡す時の残薬確認等で
行われていた。しかし、その方法では確認が不十分で
統一一’ltsがなく、その為、患者さんが内服薬を飲み忘れ
たり自己判断で中止したりする事故があった。そこで、
内服薬を自己管理している患者さんの誤薬事故防止と、
内服薬を自己管理する患者さんにおいての手順を統一
する目的で、自己管理箱と与薬管理手順（資料1）と
患者さんに対するパンフレット（資料2）を作成し、
平成9年3月1日から導入した。
　自己管理箱は患者さんが内服薬を管理しやすく、ま
た、看護婦も確認しやすい物を探したが、市販では適
当なものがなかった。その為、自己管理箱は生食100π2
の箱で改良を重ねて、使いやすい形を作成し使用した。
しかし、紙製では耐性が弱いため長期に使えるように
資材課から業者に依頼してもらいプラスチックの箱を
作成し、9月1日より使用した。（特徴は資料1参照）
IV　結果
1．13東病棟の内服薬自己管理に関する事故報告調査
　　の結果
　　平成7年4月から平成9年10月までに起きた内服
　自己管理に関わる十薬の事故報告を集計した結果、
　図1の様になった。
図1　自己管理薬の事故件数：と内容
騨
H7年度
i4月一3月）
H8年度
i4月一3月）
H9年度
i4月一10月）
薬の飲み間違い 1件 2件 2件
薬の飲み忘れ 4件 3件 0件
看護婦の確認ミス 5件 1件 2件
自己判断による内服中止 0件 2件 0件
合計 10件 8件 4件
内容的には、平成7年度は患者さんの薬の飲み間違
えが1件、薬の飲み忘れが4件、業務ミスによる丸薬
が5件。平成8年度は薬の飲み間違えが2件、薬の飲
み忘れが3件、自己判断による内服中止が2件。平成
9年度は薬の飲みまちがい（外泊中）が2件、業務ミ
スが2件であった。自己管理箱導入後は患者さんの薬
の飲み忘れ、自己判断による内服中止がなくなった。
2．アンケート調査
①自己管理箱を使用している患者さんへのアンケート
　調査の結果（資料3）
　パンフレットについてはわかりやすかったと86％の
患者さんが答えている。自己管理箱については構造上
97％の患者さんが使用しやすく、100％の患者さんが毎
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回内服しやすかったと答えている。更に今後も自己管
理箱の使用を続けたほうがよいと100％の患者さんが
答えている。
②看護婦へのアンケート調査（資料4）の結果
　パンフレットについては92％の看護婦がわかりやす
いと答えている。自己管理箱は患者さんが内服を行い
やすく、看護婦も確認しやすい点で、誤薬防止に効果
的であり、更に今後も使用を続けたほうがよいと96％
の看護婦が答えている。自己管理箱については、構造
上72％が適当な大きさ、薬袋が一緒に入る等の理由か
ら使用しやすいと答えている。その他、退院後の内服
の自己管理については考えられていないという意見が
あった。
V　考察
　事故報告による調査の結果から、自己管理手順が導
入される前と後では事故件数に大幅な減少はなかった。
それは、手順がスタッフ間で浸透していない為に起き
た業務ミスと自己管理箱を使用しない外泊中の内服忘
れの事故が起きた為である。しかし、自己管理箱を使
用する事で、入院生活上での内服忘れや内服間違えは
減少している。それは、自己管理箱に配薬することで、
患者さん自身で内服する行為を習慣づけた事と、与薬
手順をもとに看護婦が患者さんの内服の有無を確認す
る回数を増やし、方法を統一した事によると思われる。
これらの結果は平成9年度が7か月間の調査であった
為、平成7年8年度の結果とは正確な比較は出来ない。
　患者さんへのアンケートの結果から、自己管理箱は
「オーバテーブルの上に置けるのでよい」「自己管理
の訓練になってよい」など機能的に高い評価が得られ
ている。それは、常にベッドサイドでケアを行ってい
る看護婦が、どうずれば使いやすいのかを追求して作
成したからと考える。
　与薬手順においては、今まで内服薬を自己管理して
いる患者さんの内服時の確認は統一された方法がなか
った。しかし、手順を病棟内に導入してからは、空袋
を回収する事で目で内服確認出来るようになった。加
えて、看護婦が確認する回数が増え、飲み忘れや飲み
間違え等の晶晶防止に効果的だった。また、ひとつの
業務手順が作られたことで看護婦の間でも自己管理薬
に対する関心が高まったという声が聞かれている。
　今回の自己管理手順は、患者さんに内服を習慣化す
る事と、看護婦の内服確認を徹底するために作成した
ものであった。その為、患者さんの個々の能力、個別
性には注目しておらず、薬の必要性、効果、副作用等
が十分には説明されていなかった。薬の自己管理とは、
確認されるから飲むのではなく何故飲まなければいけ
ないのかを自覚し、治療の一貫として正しく服用され
る必要がある。r患者が自律的に服薬できるというこ
とは、単に言われるからのむというような服薬の習慣
化の獲得ではなく、薬に関する正しい知識を得た上で
自分で判断して服薬することを意味している。』と鈴
木ら1）も述べている。
　アンケートの中で、’患者さんから「毎回確認しなく
てもよい」看護婦からも「自分だったら毎回確認はさ
れたくない」という意見があった。それは、与薬手順
が均一されたもので、個別性に欠けており、毎回の確
認作業により正しく服用している患者さんの自尊心を
傷つける恐れがある事を意味していると思われる。毎
回、内服確認をする事は自己管理を始めたばかりの患
者さんには必要だが、全ての患者さんに行うべきか疑
問に思う。看護婦もアンケートの中で今回の自己管理
手順は「患者さんの退院後の自己管理について考えら
れていない」と言っている。今回作成した与薬手順で
は全ての患者さんに対して毎回内服を確認しているが、
外泊時や退院後など自分で正確に内服が出来るように
なることが自己管理の最終目標である。毎回内服を確
認するのではなく、正確に内服出来る患者さんには、
段階を経て確認の回数を減らしていく事や自己管理箱
を使用しないで内服する練習をしていく必要がある。
その為には自己管理がどの程度出来ているかのアセス
メントの方法も考えていきたい。
VI．おわりに
　今回の研究は、内服の自己管理を行う患者さんに対
し、自己管理箱と与薬手順を作成し、使用した結果ど
の様な効果が得られたか把握出来、内服の自己管理に
対する考えが深まった。今後は患者さんの個別性を考
慮した、与薬の方法や内服指導を課題にしたい。
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資料1 資料2
■3階東与薬手順
平成9年4月1日より、内服薬を自己管理している患者さんヘパンフレット・自己管理箱
の使用を開始します。現在内服薬を自己管理している感者さんへは、パンフレット。自己
管理箱を業務係より説明します。
自己管理箱の使用方法・手順
①朝、廠者さんが一日分の薬を自己管理箱に正確に配薬出来ているか確認し、処方箋に
　サインする
②患者さんが、内服後自己管理箱に取って置いた空袋を、看護婦が回収する事で内服の
　確認をする
③内服の確認後は、フローシートの内服欄にサインする
④薬袋は、息者さんに取って置いてもらい、次の薬袋と交換する際に残薬の有無を確認
　する
＊患者さん用パンフレットに必ず目を通して下さい。
＊新規入院の患者さん・内服薬の自己管理を始める患者さんへは、担当看護婦より
　パンフレット・自己管理箱の説明をして下さい。
自己管理箱の特徴
①1っの箱の中は、朝・昼・夕・就寝前の薬を配讃する4っの区切りがありかつ薬袋も
　一緒に保管できる
②大きさはオーバーテーブルの上に置く事ができる
③内服薬の各種包装（錠剤や散剤の袋）でも配薬出来る
④内服薬を取り出しやすい深さである
内服薬を自己管理されている患者さんへ
内服薬を正しく服用することは、治療をする上でとても大切なことです。当病棟では、自
己管理をしている患者さんは以下の方法で行いますので、御飽力をお願い致します。
　①内服薬の説明
　　新しく処方された薬を内服する時、又、入院時に持参してきた薬を続けて内服する時
　　は、看護婦から内服方法、薬効、服用期間などを説明致します。
②自己管理できているかの確認
　内服を始めてから2～3日目に正しく内服できているか、残薬数の確認に伺います。
　自己管理不十分であった時は、さらに2日後に再確認致します。この際にも自己管理
　が不十分であった時は、看護婦が藁をお預かりし配るようにします。
　新しい薬が処方され、内服を開始する場合も、同様です。
③空になった薬袋の回収
　内服を継続する薬は、なくなる前に霜護婦が次の分を渡しに伺います。その際、次の
　分の薬と交換に、空になった薬の黛を回収させて頂きますので、捨てないようにして
　下さい。
④入院時の持参薬
　持参薬は、入院時に一度回収させて頂き、7日分をお渡しします。持参薬も②のよう
　な自己管理の確認を行います。
⑤禁食の時は？
　検査等で耳食の時は、一回分をずらして必ず内服して下さい。
　　例　　A，朝日食の場合、1日3回内服している薬は、昼・夕・21時（寝る前）
　　　　　　　　　　　　　1日2回内服している薬は、昼・21時（寝る前）
　　　　　B，昼禁食の場合、1日3回内服している薬は、朝。夕・21時（寝る前）
　　　　　　　　　　　　　1日2回内服している薬は、朝・夕　　（いつも通り）
（隷講膿み内服畷のある櫛ります　時は’看）
⑥自己判断はしない11
　自分の判断で内服を中止したり、量や内服時間を変更することのないようにして下さ
　い。薬に関しては、どんなことでも医師や看護婦に相談して下さい。
　　　悪い例　・薬が多いので必要だと思う薬だけを内服する。
　　　　　　　。症状が改善したので、内服する必要がないと判断し内胆。しない。
　　　　　　　・朝、内服し忘れたので、昼に2回分内服する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
⑦一時保留薬
　手術の場合、前日の夜に麿護婦が薬を全部回収致します。内服を再開する時、又は、
　その後の内服中止となった時などは、看護婦が説明致します。
⑧自己管理箱の使用について
　薬を正しく内服できるように、又看護婦も患者さんの内服状況を把握しやすいように
　自己管理の患者さんには全員、自己管理箱をお渡ししますので、以下の方法でお使い
　下さい。
〈使用方法〉
＊朝、1日分の薬を朝・昼。夕・寝る前の箱の中に御自分で配類して下さい。
＊毎朝、1日分の薬が正しく配薬されているか看護婦が確認します。
＊朝。昼・夕・寝る前は、箱の中から薬を出して内服して下さい。
　内服後空袋は、看護婦が捨てるまでとっておいて下さい。
　　（朝。昼。夕・寝る馴すべて）
13階東
一　183　一一
資料3 資料4
内服薬の自己管理についてのアンケート
13階東病棟で決められている内服薬の自己管理方法について、皆様の衡意見を伺います。
現在の問題点を知り、改普点等について検討していく資料とさせて頂きたいと思います。
以下のアンケートに御協力をお願い致します。
該当する方に○をつけて下さい。
氏名（ ） はい扇。いいえ口。無記入口
1、「内服薬を自己管理されている患者さんへ」のパンフレットのついて
①パンフレットの内容は、分かりやすかったですか。　　　　　　　はい・いいえ
②パンフレットに記載されている方法は、内服薬を正しく自己管理しやすい方法ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
　＊①②でいいえに○をつけた方は、どこが分かりずらく、自己管理しにくい方法だった
　　のかを記入してください。
（
o［！［　［［［！［［］
［＝＝＝＝1［］
　　はい8筋　　　いいえ鑛無記入llX
・E≡聖ヨ
　　はい9鑛　　　　　いいえ7竃
2、自己管理箱について
　①自己管理箱は、使用しやすかったですか。
　②朝、一日分を配藁することは大変ですか。
　③毎回の内服はしゃすかったですか。
　④薬を飲み忘れることがありましたか。
　⑤間違って配則し内服してしまったことがありますか。
　⑥禁食時、薬をずらして内服することはできましたか。
　⑦禁食時、飲み忘れてしまったことがありますか。
　⑧看護婦が毎回確認をすることは、気分を害されましたか。
　⑨内服後は、空袋を毎回取って置きましたか。
　⑩薬がなくなった時、処方箋の二日を取って置きましたか。
　⑪自己判断で内服をやめてしまうことはありましたか。
　⑫今後も、自己管理箱の使用を観けた方が良いと思いますか。
・E≡≡≡ヨ②E≡里≡］
　　はい9覆　　　　　いいえ謡　　　　　　はい霧　　　　　　いいえ9鑛
④匿≡≡≡ヨ・E≡≡≡ヨ
　　はい185鷲　　　いいえ81．5男　　　　　いいえ9祝　　　　無記入編
oZ］　［［　［　［1］e［！［［［E［！［Z
鴨；認は、、　い。．、。、
o［　U＝［1［llo［！［［．［！［［［7
はい・いいえ
はい。いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい。いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい。いいえ
はい。いいえ
。［［［［［［［1　Z
［＝＝1　＝］
　　はい100x
⑥「「「「［丁「「［
〔エはい59．鵠　いいえ11．罵　　無記入29．礁
〔コはい9鴨　　　　　いいえ鵠
・匹里ヨ
　　はい9謂　　　　　いいえ嘱
いいえ1
o［m　［m　［n〔コ　　はい鱗　　　　　無記入斜
3、看護婦の説明について
①凝護Mの自己管理箱についての説明は、分かりやすかったですか。　はい。いいえ
②看護嬬の説明は、十分でしたか。　　　　　　　　　　　　　　　はい。いいえ
　＊①②でいいえにOをつけた方は、どこが分かりずらく・不十分だったかを紀入して
　下さい。
（・E≡≡■・E≡≡璽ヨ
　　　　　はい9罵　　　　　 無記入3累　　　　　　はい弼　　　　　無記入錫
4、御田見、御感想がありましたら記入して下さい。
記入が終りましたら将護婦に渡して下さい。
御協力ありがとうございました。
）
13麟㊨
看護婦の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　．）　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい【コ・いいえ口
　自己管理箱・パンフレットを使用して7か月たちました。自己管理方法は、いかがで
しょうか。今後の参考にさせて頂きたく、以下の質問にお答え下さい。
1、「内服薬を自己管理されている患者さんへ」のパンフレットについて
①パンフレットの内容は’わかりやすかったですか狽＝B．い。。①E≡≡≡≡ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい9銘　　　　　　いいえ鵠
　②パンフレットの内容は、愚者さんにとってわかりやすい内容だと思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい’いいえ②E≡≡≡ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい9踏
　　①②でいいえに○をつけた方は、どこがわかりずらかうたですか。
（：潔騨●字が小さい（視囎窪講首。…
③内服藁を自己管理するに当たって、パンフレットに足りない点はありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
　　③ではいに○をつけた方は、どんな点を付け加えたらいいと思いますか。
いい．え鰯
（　　　　　　）・黒
④パンフレットを用いて、患者さんへ自己管理の方法について説明した際、息者さん
　から質問されたことはありますか。　　　　　　　　はい・いいえ
④ではいに○をつけた方は、どんな事を質問されましたか。
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・E望≡≡ヨ
ニ餐罐騰れる時どうするのか）tS“’2“　圃
・簡潔でなく分かりにくい
2，自己管理箱について
①自己管理箱は患者さんにとって使用しやすい物だと思いますか。（大きさ、形など）
。れ。、。。。，。点だ、思。、すか、必繍蹴え①轟
　　（一　．．　．．．．．　．…．一．．．）．rsrrrrrrrrm
②朝1日分を配薬する・は鰭さん・と・て大変だと思・ますか・〔濡瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
③輪回、空気を捨てて患者さんが正しく内服しているか確認しましたか。
〈①はいの理由〉・適当な大きさ・形である
　　　　　　　　・取り出しやすい
はい’いいえ③臣≡≡里ヨ
　　　　　　　　はいgex　　　　　　いいえ鵠
・自己管理箱の中に薬袋も一緒に入る
　　　　　　　　　・内服の確認がしゃすい
く①いいえの理由〉・取り出しずらい・箱が深い、
　　　　　　　　　。手ずくりの箱がいい
④看護鍋が毎回確認することは、患者さんの気分を害すると思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
⑤自己管理箱の使用について患者さんから質問されたり、意見を言われたことはあり
ま搬1、、答えた方。、。。内容。書、、。下、lll’●いいえ④匹≡≡≡■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい2編　　　　　　　いいえ7鵠（：黙辮瞬時ど，す』謄力く傷つけられる）
　　　’内服薬が取り出しにくい　　．退院時に自己管理箱がほしい
⑥自己管理箱の使用は誤薬防止に効果的だったと思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい。いいえ
　それは、どのような点だと思いますか、必ず御記入下さい。
　　　　　・患者さん・看護婦の目で確認できる　（　・儲さんの誤薬が早期にxnできる
　　　　　・自己管理のシステムが統一された
　　　　　・禁食で内服がずれる時忘れない
⑦今後も自己管理箱の使用を続けた方が良いと思いますか。
・E≡≡≡≡≡ヨ
　　はい5磯　　　　　　いいえ44X
⑥匹≡≡≡ヨ
　　はい9磯　　　　　　いいえ4X
）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・い・・⑦匹≡聖ヨ
　　　それは、どのような点だと思いますか、必ず御記入下さい。　　はいgax　　　いいえ4＄
　　　　　　　　　　　　　　　・自己管理の訓練になる　　　（　　　　　　　　　　　　　　　。内服の必要性。認識ずけができる
　　　　　　　　　　　　　　　・患者さんが内服しやすい
　　　　　　　　　　　　　　　。内服の確認がしゃすい
3・内服薬の確認方法について　　・看護婦が統一した自己管理指導ができる
　配目時の処方箋の確認、内服の確認とフロシートへのサインをする方法はどう思わ
　　れますか。
　　　（：繋二悔繋1跳；トへのサインで3鵬・きる
　　　　　・このままで良い
4、内服薬の自己管理について、何か御意見がありましたら御記入下さい。
　　　　　・誤薬の事故が減少した　　　（　　　　　・自己管理のシステムが統一された
　　　　　・退院後の自己管理について考えていない、退院後の自己管理指導が必要
御憐力ありがとうございました。 業務係
一　184　一
